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平成24年度 文部科学省「地域資源を活用した国際科学イノベーション拠点整備事業」



■提案テーマ：多様性の持続的発展を支える共進化社会システム研究開発拠点
・多様なニーズに対し共進化（共生・進化）する社会の実現を目指す

・九州大学の最先端研究と福岡地域の拠点都市構想（国際化・高齢化）を統合

・「ヒト･モノ」、「エネルギー」、「情報」の柔軟なモビリティを包括的に実現する社会システムの

研究開発拠点。

■事業概要

・総事業費：４４億円（施設整備：３０億円／機器整備：１４億円）

・事業期間：平成２４年度～平成２６年度

平成24年度 文部科学省「地域資源を活用した国際科学イノベーション拠点整備事業」

施設整備 機器整備

◇構造 ・ 階 ： 鉄筋コンクリート造 地上３階
◇延べ面積 ： ７，７４２㎡



建物配置

共進化社会システムイノベーション施設

●センター地区（Ｈ２１．４開講）内の
【産学連携・未来のポテンシャル軸ゾーン】に計画
伊都キャンパスの入口に面したシンボル的建物

■伊都キャンパス

全体敷地面積：２７５ha
（東西３km,南北２km）

保全緑地面積：１００ha

【新キャンパス・マスタープラン２００１ コンセプト】
「伝統を創り出す象徴的空間と柔軟に変化・増殖する空間の共存」
「糸島地域の悠久の歴史と自然との共生」
「安心･安全で快適なキャンパス環境の整備」

（農）Ｈ３１（予定）

（工）Ｈ１７. １８

（理）Ｈ２７ . １０（予定）

（文）Ｈ２９ ・３０（予定）

学園通線



ラボゾーン

オフィスゾーン

施設設計コンセプト

“イノベーションヴォイド（空間)”を核とした異分野融合・産学官連携拠点を創出

“イノベーションヴォイド”
分野の壁を超えた融合を生み出す空間
（アクティビティとコミュニケーションのリンク）

1．コミュニケーション
⇒インタラクティブな交流を促す空間

2．機能性
⇒将来へのフレキシビリティ

3．環境配慮
⇒地球環境とも共進化する環境配慮型施設

4．キャンパスとの調和
⇒一つ屋根の下による産学連携施設群の形成

共進化社会システムイノベーション施設

カーボン・ニュートラル国際研究所（第2棟）

カーボン・ニュートラル国際研究所

次世代燃料電池産学官連携研究センター

九州大学伊都地区イーストゾーンの産学連携施設群の形成

センターゾーンへ



施設設計コンセプト

イノベーションヴォイドを中心に異分野融合・コミュニケーションを促する仕掛け
◇２層吹き抜けのホールを囲んで居室を配置することで、異分野・産学連携の研究者が交流できる空間とした

◇日本の伝統色をアクセントカラーに使用しひとつ屋根の下で混ざり合い響き合う研究活動を表出

橙・深支子色：OPERA実験室イノベーションヴォイド：ホール２

イノベーションボイド



最新研究機器の整備

共進化社会システムの実現に向け最新の研究開発機器
◇多様な燃料源による次世代燃料電池システムの研究開発機器

◇ヒト･モノの柔軟なモビリティ空間の評価システム“ビッグセンサーボックス”

◇多様な情報のインタラクティブモビリティを実現する情報デバイス開発機器

◇社会インフラから生じる多種多様なビッグデータの解析システム



共進化社会



社会基盤システムの構築：都市OS

科学技術イノベーション政策
の検討

＋ 産業数学の活用による
技術・社会のイノベーション



都市OSが生み出す効果・価値



都市OS構成


